








































柱とする。 「教育」では、三学科共通 専門科目を対象にした実施・運営に対する支援が行われ、そ 中心が地域プロジェクト演習である。 「調査研究」では、共同研究の促進および栃木県の統計基礎情報の蓄積と活用支援を行って









員、 ③地域プロジェクト･パートナー（以下、 パートナー） 、④調整担当の四者が関わる。クラス指導教員はＣＲＤの兼担教員でもあり、ガイダンスの実施や全体の進捗管理、成績評価の取りまとめなどを行う。グループ指導教員は、各グループの担当教員を意味し、各サイク の学習到達目標に向けたグループ指導を行う。原則、グループ指導教員が学生を地域へ引率することはない パートナーは、学生が実際に地域に赴いた際 直接の受入先とな 自治体 各部局や市民団体、自治会、企業などが想定されている。調整担当は、演習実施前となる準備期間中はパートナーの開拓・調整など大 と地域間の調整役となり 演習実施期間中はパートナーと学生間の橋渡し役とな 。　
その他、学生が実習地へ赴くための交通費補助制度や地
域活動中の緊急時対応のための体制整備、調査過程で得た情報の取扱等に関する誓約書の作成・運用も整備されている。









へのヒアリングで得た地域の実情を基にプログラムの骨格を作成し、県および県内二五市町を 象とする説明会・意見交換会を開催した。希望が寄せられた全十二の自治体を対象にパートナー見込み数を調査したところ、四五 パートナーが見込まれた。必要数（三〇）を超える希望諸団体がいること 明らかになった。一方 、調整担当（主に政策立案に関わる自治体部局）の意向に反し 庁内部局や地域の諸団体から希望者が集まらず、二〇一八年度の参加を見送る地域や個別の説明会を開催する地域もあった。これらを経て、最終的 一一の に正式に調整担当の配置を依頼した。　
次に、パートナー向けの説明会を開催し、申請書による






















































サービスラーニングの定義には幅があるが、本稿では「学校の教科学習と学習者による社会に貢献する活動が教育課程の中に正式に位置づけられて実施されるプログラム」を意味す Ｓ．ゲルモン、Ｂ．Ａ．ホラ ド、Ａ．ドリスコル、Ａ．スプリングＳ．ケイガン著、山田一隆監訳者 二〇一五年、 『社会参画 る大学と市民学習‒
アセスメントの原理と技法‒
』学文社、頁ⅳ。
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センター長一名、副センター長二名、センター員三名の学部兼担教員と、特任助教一名、特任研究員一名、非常勤事務員一名の全九名から構成される。
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坂本文子、二〇一七年、 「地域と大 を繋ぐコーディネートの現
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状と課題
‒
宇都宮大学地域デザイン学科部附属地域デザインセ
ンターにおける実践を事例に
‒」 『宇都宮大学地域デザイン科学
部紀要』第二号、頁一五︲三一。
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ただし、本演習は学生が自ら地域の課題を精査し、調査設計を立てるため、学生が事前に調整された内容をそのままなぞるとは限らない。
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Ｓ．ゲルモン、Ｂ．Ａ．ホランド、Ａ．ドリスコル、Ａ．スプリング、Ｓ．ケイガ 著、山田一隆監訳者、二〇一五年、 『社会参画する大学と市民学習‒
アセスメントの原理と技法‒
』学文社。
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